
まえがき
─ 芸術・スポーツにおける感性論 ─

本シリーズも第 3 巻をむかえることとなりました。この企画は平成 26 年に
始まりましたが、この年は本学岩見沢校に「芸術・スポーツ文化学科」が新た
に設置された時でもあります。これは、従来の「芸術課程」と「スポーツ教育
課程」を合体してひとつの学科として再編したものです。これを機会に、かつ
ては別々の分野であった芸術とスポーツを文化としてとらえ直す統合的研究の
可能性を検討することとなりました。とりあえずその名称を「芸術・スポーツ
文化学」とし、各教員から研究の成果を募集することとしました。初巻、なら
びに第 2 巻も予想以上の投稿があり、教員の研究意識の高さが窺えました。

しかし、初巻のまえがきでも述べましたが、芸術領域の音楽および美術と、
異なる領域のスポーツを一体としてまとめた「芸術・スポーツ文化学」なるも
のがわが国において学問的地位を確保しているわけではありません。それにも
かかわらず、「芸術・スポーツ文化研究」というテーマのもとで各教員がそれ
ぞれの研究成果を出し合い、一冊の書にまとめる意義はどこにあるといえるの
でしょうか。岩見沢校における各専攻（音楽文化・美術文化・スポーツ文化・
芸術スポーツビジネス）での研究成果の寄せ集めとどこが違うのかという疑問
が生じるのはもっともなことです。

一般理論という概念があります。これは個別理論の対概念です。「一般」と
いうと、「誰でも知っている」とか「どこにでもある」、あるいは「普通の」と
いった印象を持ちますが、ここでは個別の理論に通底する共通理論という意味
です。一般理論は個別理論を土台として共通理論を形成したものであることか
ら、内容は抽象度が高くなります。そのため、それだけ読んだのでは理解しに
くいという難点があります。しかし、これによって個々の領域は異なっていて
も共通のテーマで議論ができるという長所もあります。運動部と文化部という
学校部活動の分類からも分かるように、音楽や美術の芸術領域とスポーツでは
まったく畑違いという見方もないわけではありません。それにもかかわらず、
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共通に話し合える内容はあるものです。
岩見沢校に設置された「芸術・スポーツ文化学科」には、学科共通科目とし

て全専攻生が共に学ぶことができる授業が開講されています。「芸術・スポー
ツビジネス入門」や「地域プロジェクト」のような実践を重視した科目となら
んで、文化共通科目として「感性」「身体」「表現」という科目が置かれていま
す。この他にもいくつかの科目が設定されていますが、なかでもこれらの 3 科
目は、どの専攻の学生にとっても深く理解する価値のあるテーマだといえま
す。いわば共通の話題が生じる可能性のあるテーマです。したがってこの 3 科
目は全員必修となっています。

一例として、ここで「感性」をとりあげ、どのような共通性が議論可能なの
か検討してみましょう。

感性とは「外界の刺激に応じて、感覚・知覚を生ずる感覚器官の感受性」
（広辞苑）とか、「物事を心に深く感じ取る働き」（大辞泉）と一般には説明さ
れていますが、古来より哲学者のあいだでは悟性、理性とならんで人間の認識
にとって不可欠の能力とされてきたものです。つまり、論理的あるいは概念的
思惟能力とは異なって、感覚的に物事をとらえる力といえます。原語である
sensibility, sensitiveness（英語）、Sinnlichkeit, Sensibilität（ドイツ語）か
ら分かるように感覚を駆使した認識能力です。

われわれは日常の中でさまざまな「もの」、あるいは「こと」を認識して
いますが、その中には数値や言語的概念を通して論理的に把握する仕方とな
らんで、さまざまな知覚を通した印象、雰囲気など、〈揺らぎ〉を特性とした
全体的把握の仕方としての感性的認識が機能しています。『感性の思考』を
著したヴェルシュがいうように、ここでいう知覚とは「単なる感覚的知覚

（Sinneswahrnehmung）にとどまらないさまざまな知覚」ととらえなければ
なりません。つまり、知覚とは受動的なものとしてではなく、「むしろ感じと
ることという、より基礎的であると同時により広範な意義において理解されね
ばならない」ものです。これらのことから、同書の訳者である小林信之は「感
性は、もっとも原初的な感覚の次元から、象徴や隠された意味の読解といった



高次の精神的働きにいたるまで、広範な作用を包含することになる」と述べて
います。

この感性についての学問が感性学（論）ということになります。それは
Ästhetik（独）, aesthetics（英）に由来する語ですが、言うまでもなくわが国
には、この Ästhetik に対して「美学」という訳語がすでに長く定着していま
す。美学とは美術に関する理論体系という認識が一般的です。スポーツでも美
学が論じられることはありますが、フィギュアスケートや体操競技などの美
を競う採点競技を除いて直接的対象となることはあまりありません。泥だらけ
のグランドや汗まみれのトレーニング場面は、美学とはおよそ縁のない世界と
考えられるのでしょう。音楽でも、「美しい音色」という表現はみられますが、
美そのものについて議論されることはあまりないと思われます。やはり美学は
美術の理論なのです。

しかし、Ästhetik はドイツのバウムガルテンが講義録をラテン語でまとめ
た“aesthetica”に遡ることができるといわれています。この aesthetica は感
覚を意味する語であることから、Ästhetik は「感覚論」「感性論（学）」とい
うのが本来の語義なのです。

そのようにとらえると、Ästhetik は美術の学問としての「美学」の範囲を
超えて、人間のあらゆる場面で重要な役割を果たしていることになります。た
とえば、スポーツにおいては、動きの美的視点だけでなく、全体性の観点から
動きの質的特性をとらえる認識法として不可欠の理論領域となります。現にこ
のような研究領域はある（たとえば『動きの感性学』マイネル）のですが、今
日の自然科学一辺倒の時代においては主流というわけにはいきません。しか
し、人間の動きは科学的に測定し、明確な数値に表せるものだけで成り立って
いるわけではありません。科学は、測定可能なものしか最初から相手にしない
のです。距離や時間などは厳密に測定可能ですが、それだけでは人間の動きの
質的特性を把握することはできません。たとえば、100m 競走の成績は所要時
間で決定されますが、その順位と動き方、つまり走り方の質とは必ずしも一致
するとは限りません。動きの良し悪しの判断をストップウォッチだけに頼って
いる指導者はいません。かならず質的内実、たとえば流動性、リズム、調和な
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どを基準としているはずです。その判断がどうできるかが指導者の見る眼とい
えます。また、剣道や柔道の「一本」は物理的尺度では到底区別できません。
これらの判断には豊かな経験を土台とした高度な感性が求められます。

感性は人間の生のすべてにおいて本質的な役割を果たしていますが、とりわ
け芸術やスポーツにおいては格別の意義をもっているといえます。芸術作品を
みた感想をどんなに多彩な語彙を駆使して綿密に説明しようとしてもしきれる
ものではありません。というより、ことばは集合的使用の歴史を背負った一般
意味をもつという本質的特性からいって、個人の思いのひとつひとつに対応す
ることは不可能です。音楽の演奏やスポーツシーンの感動を伝えようとしても
同様な問題が生じてきます。したがって、真の意味で芸術やスポーツに親しむ
には、それを理解する感性を磨くしか方法はありません。われわれの「芸術・
スポーツ文化研究」の成果はそこに貢献できるものが求められるでしょう。具
体的にはどのような方法が考えられるでしょうか。

音楽学の立場から美学を論じた津上英輔は『あじわいの構造　感性化時代の
美学』という書の中で、われわれにヒントとなる記述を残しています。感性は
多かれ少なかれ誰でももっているものといえますが、どんなレベルで、何を感
じ取れるかという点においては大きな差があります。彼はそれを「感性的質」
と呼び、「意識的に深まりを追求することのできるあじわい」と説明していま
す。その例として、「何らかの外的契機に促され、非感性的認識と化合して、
完成に至る事態を感性的認識への完成」と表現しています。これは、美術作品
や音楽の鑑賞の際に、本来は感性とは異質なものに関する知識を得ることに
よって、一層、見たり聴いたりする質の深みが増すということを説明したもの
です。たとえば、ヨーロッパの古典絵画を見るとき、キリスト教の歴史を知っ
ているのと知らないのでは鑑賞の質が大きく異なってきます。スポーツにおい
ても、フィギュアスケートの流れるような演技に感動するのは当然としても、
純粋に物理尺度で勝敗が決定される陸上競技や水泳などにおいてさえトップア
スリートの動きの美しさに感動する人は少なくありません。スポーツの勝敗だ
けでなく、選手の動き方にまで関心が向かうようになればスポーツの通となる



ことができます。あじわいの深みといえるでしょう。
このような観点からも、本学教員の研究・教育が地域の人々の感性的質を

高める手助けとなることは確実です。研究成果が、人々の美術作品の見方、音
楽演奏の聴き方、スポーツのプレイの読み方などを高めることにつながるのな
ら、地域の文化意識の高揚に貢献する意義ある内容といえるでしょう。卑近な
例ですが、私にとってカンディンスキーなどの抽象絵画は単なる幾何学的図形
としてしか見えず、そこに芸術的な価値を見いだすことができませんでした。
しかし、本書前巻（『芸術・スポーツ文化研究 2』）において、新井義史教員が
著した「身体感覚の観点による美的形式原理の理解」という論考を読んでか
ら、この種の作品に対してこれまでとは別の視点で向かうことができるように
なりました。専門家からみれば低次元の話ですが、私個人の中での感性的質が
高まったといえると思います。

芸術とスポーツ領域における共通的研究領域の可能性に関して感性につい
て述べてきましたが、その他にもすでに紹介したように「表現」や「身体」な
ど、すべての領域に関係の深い内容は存在すると思います。また、このような
人間に関する根源的観点でなくても、マネジメントなどのような実践的分野に
ついても共に考えることのできる研究は少なくありません。

共通する研究分野についてばかり述べましたが、一般理論は個別理論なしに
は存在し得ませんので、音楽・美術・スポーツ・ビジネスそれぞれの分野で個
別研究を積み上げていくことは最重要の課題です。それらをもとに、通底する
内容を議論することによって統合的「芸術・スポーツ文化学」が形成されてい
くことになります。

文化としての芸術やスポーツを享受し、同時に地域のひとびとにそのよろこ
びを伝えていくことを目的としている本学岩見沢校の新学科は、個別実技科目
の集合の次元を超えて、文化レベルでの共通的研究を推進できる研究体制の構
築が求められるでしょう。本書がそのきっかけとなることを期待しています。

北海道教育大学岩見沢校　キャンパス長　佐藤　徹
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